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モバイル表現研究所が「PhoneBook™（ふぉんぶっく）」 のコンセプトモデルを開発 

―iPhone と絵本を組み合わせた、親と子どもをつなぐ新しいコミュニケーション・アイディア― 

 

株式会社電通（本社：東京都港区 社長：髙嶋達佳）と株式会社ロボット（本社：東京都渋谷区 社長：

阿部秀司）は、共同運営する「モバイル表現研究所（英名：Mobile Art Lab.）」（URL：

http://www.mobileart.jp）にて、iPhone を活用した新しいコミュニケーション・アイディア「PhoneBook

™（ふぉんぶっく）」のコンセプトモデルを開発しました。「PhoneBook™」(※1)は、高機能のデジタルモ

バイル機器であるアップル社の「iPhone」と、アナログの本（絵本）とを組み合わせたハイブリッドな

本です。 

 11 月 4 日より「PhoneBook™」のコンセプトビデオを、（http://www.mobileart.jp）にて公開します。 

 

「iPhone」は現状、大人を中心に世界的に利用者を増やしていますが、「モバイル表現研究所」では、

「iPhone」を子どもと一緒に楽しめるコミュニケーションツールへと変えられないかと考えました。そ

の結果、絵本の中央部に「iPhone」を差し込むことで、親子で一緒に楽しめる新たなメディア表現

「PhoneBook™」のコンセプトモデルを開発しました。 

 

モバイル表現研究所では、これまでにも「Pair Movie™」(※2)など、モバイルでしか実現できない体

験、表現の開発を行っており、今回は新たに「Analog on the Digital Technology」というキーワード

を設定、iPhone が備えているデジタルの価値と、本が持っているアナログの価値とを組み合わせた、新

しい表現スタイルを開発しました。プリントメディアと映像メディアを組み合わせた表現により、今後

は絵本に限らず、パンフレットやカタログといったビジネス的利用、またアートブックや図鑑、教育ツ

ールなど、様々な用途で活用・展開が可能です。 

なお、PhoneBook™の第 1号は、まず絵本で、2010 年春に株式会社講談社より出版予定です。 

また、今後様々なモバイル・デバイスへの展開も検討いたします。 

 

 

 (※1)PhoneBook™ （iPhone × Book） 

iPhone と子ども用の絵本を組み合わせた新しいタイプの絵

本。物語を読み進めながら、画面をタッチして本の内容に

沿った様々なアクションを楽しむことができます。 

iPhone というデジタル・ディバイスと、本というアナログ・メデ

ィアが組み合わさることで、独特の表現が可能となっていま

す。 
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「PhoneBook™」 （コンセプトビデオの内容について） 

 

iPhone と絵本を組み合わせたものが「PhoneBook™」 

絵本の中に iPhone をセッティングして利用します。本が額縁の機能を果たすことで、iPhone が新しい見え方をします。 

iPhone ならではの、タッチスクリーンを活用したインタラクティブな体験が可能です。 

子どもの絵本に、親が自分の iPhone をセットして一緒に楽しむことができます。 
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「モバイル表現研究所」 について 

 

■ 活動内容 

モバイルのコンテンツ市場が急激な成長をみせるなか、モバイルならではの映像表現手法を研究開

発し、広告や映画などへの応用を積極的に試みる先端事例の研究サイトです。 

 

■ 研究所長 

細金正隆 (電通 エグゼクティブ・クリエーティブ・ディレクター） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モバイル表現研究所ＴＯＰ画面

（http://www.mobileart.jp） 
 

 

 

 (※2)「Pair Movie™」 

モバイル表現研究所が制作した複数のディスプレイを並べて、空間や心理描写

を再現するモバイル専用の動画手法。 

モバイル動画は一般的に 1 つのディスプレイで楽しむものという既成概念を覆

し、2つ以上のディスプレイを自由に組み合わせて楽しむ動画コンテンツ。 

第 56 回「カンヌ国際広告祭（CANNES LIONS 2009）」メディア部門では、 

電通制作の「ペア・ムービー『素直になれたら』（広告主：ソニー・ミュージッ

クエンタテインメント）」が金賞を受賞した。 ＜ペア･ムービー™再生イメージ＞ 

 

【本リリースに関するお問い合わせ先】 

■（株）電通 広報部    市川 剛、林田 望 ＴＥＬ：03-6216-8041／ＦＡＸ：03-6217-5515 

■（株）ロボット 営業企画室  境 治、柳井 研  ＴＥＬ：03-6844-2900／ＦＡＸ：03-6844-2902 

【研究所、その他お客様からのお問い合わせ先】 

■「モバイル表現研究所」 http://www.mobileart.jp ■「ペア・ムービー™.com」 http://www.pairmovie.com 
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